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冬の米塚（阿蘇市：写真提供　熊本県）

阿蘇登山道のそばにある標高９５４ｍの小山、山頂のへこみは火口丘
の跡である。昔、健磐龍命（たけいわたつのみこと）が収穫した米を
積み上げて出来たものであり、頂上のくぼみは、命が貧民に米を分け
与えたなごりとの伝説がある。

主な内容
・農政連総支部・支部事務局員研修会を開催

・県産の農畜産物消費拡大と農業への理解を

・ガンバッテいます：高濱友章さん、谷口裕子さん

・各連合会からのお知らせ

　

一
体
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
呆
れ
て
し
ま
う
。
あ
れ

だ
け
、
社
会
か
ら
指
弾
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
も
繰
り

返
す
と
は
。

　

一
月
三
十
日
、
大
相
撲
十
両
力
士
の
若
麒
麟
が
、
大

麻
取
締
法
違
反
の
容
疑
で
、
東
京
六
本
木
の
音
楽
関
係

会
社
の
事
務
所
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
。
若
麒
麟
は
、

平
成
十
一
年
春
場
所
で
初
土
俵
を
踏
み
、
幕
内
を
三
場

所
務
め
、
十
両
に
転
落
し
て
い
た
が
、
角
界
の
人
気
力

士
で
も
あ
っ
た
。

　

昨
年
八
月
、
ロ
シ
ア
出
身
の
幕
内
力
士
若
の
鵬
が
大

麻
所
持
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
更
に
抜
き
打
ち
大
麻

検
査
で
、
同
じ
く
ロ
シ
ア
出
身
の
露
鵬
、
白
露
山
兄
弟

か
ら
陽
性
反
応
、
解
雇
と
な
っ
て
い
る
。

　

若
麒
麟
は
、
昨
年
の
大
麻
検
査
で
判
断
が
つ
か
ず
、

再
検
査
で
陰
性
と
な
っ
た
が
、「
疑
惑
」
は
残
っ
た
。
本

人
の
弁
で
は
、
大
麻
の
使
用
は
、
前
日
と
こ
の
日
の
「
二

回
」
だ
け
だ
と
す
る
が
、
逮
捕
時
に
所
持
し
て
い
た
乾

燥
大
麻
十
六
㎎
の
量
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
以
前
か
ら

常
習
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
事
件
以
降
、
日
本
相
撲
協
会
は
警
察
Ｏ
Ｂ
等

を
役
員
に
招
き
、
再
発
防
止
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ま
っ

た
く
機
能
し
て
い
な
い
に
等
し
い
。
今
回
、
協
会
は
若

麒
麟
の
解
雇
を
決
定
し
た
が
、
理
事
長
を
は
じ
め
協
会

幹
部
の
危
機
感
は
乏
し
い
と
聞
く
。　

　

こ
う
し
た
状
況
に
、
塩
谷
文
科
相
も
、｢

こ
れ
だ
け
度

重
な
る
と
、
今
ま
で
の
状
態
で
は
す
ま
な
い
。
改
善
命

令
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。｣

と
、
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

今
年
の
初
場
所
は
、
久
々
に
両
横
綱
が
揃
い
、
千
秋

楽
で
優
勝
決
定
戦
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
し
か
し
相
変
わ
ら
ず
、
土
俵
上
で
の
力
士
の

マ
ナ
ー
の
悪
さ
な
ど
、
苦
い
思
い
も
残
る
場
所
で
も
あ
っ

た
。

　

日
本
相
撲
協
会
は
、
国
技
と
い
う
伝
統
と
相
撲
人
気

に
胡
坐
を
か
き
、
相
撲
を
愛
す
る
熱
心
な
支
援
者
に
背

を
向
け
る
こ
と
だ
け
は
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
。



課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
で
研
鑽

を
積
ん
だ
。

農
政
連
組
織
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

（
要
約
）

　

農
政
連
総
支
部
、
支
部
の
組
織
を
強
化
し
、

組
織
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
組
合

員
の
意
識
を
高
め
、
農
協
へ
の
結
集
を
強
め

る
こ
と
で
あ
り
、
農
協
運
動
の
強
化
に
つ
な

が
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
総
支
部
・
支
部
で
の

活
動
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
た

め
に
支
部
等
の
「
地
域
農
政
」
活
動
を
強
化

す
る
た
め
に
も
事
務
局
体
制
の
強
化
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

総
支
部
・
支
部
の
活
動
強
化
に
つ
い
て

１
．
総
支
部
で
は
、
農
政
報
告
会
（
国
・
県
）

や
農
政
要
請
の
た
め
の
懇
談
会
（
要
請
集

会
等
）
を
定
期
的
に
開
催
し
、
要
請
活
動

を
強
化
す
る
。

２
．
総
支
部
ご
と
に
年
間
活
動
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
問
題
点
・
課
題
を
抽
出
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
総

支
部
（
支
部
）
ご
と
に
開
催
す
る
。

３
．
盟
友
、
生
産
部
会
、
青
壮
年
部
、
女
性
部
、

ま
た
職
員
や
事
務
局
員
の
研
修
会
を
総
支

部
・
支
部
単
位
に
開
催
し
、
農
政
活
動
へ

　

研
修
会
は
、
県
農
政
連
事
務
局
長
木
村
幸

孝
氏
の
「
農
政
連
組
織
の
機
能
強
化
に
つ
い

て
」、
続
い
て
菊
池
地
区
総
支
部
事
務
局
長
平

嶋
洋
一
氏
か
ら
「
農
政
連
菊
池
地
区
総
支
部

の
活
動
に
つ
い
て
」
の
実
践
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
全
中
農
政
部
農
政
課

長
の
金
井
健
氏
か
ら
「
農
業
の
現
状
と
農
政

　

１
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー

に
て
農
政
連
総
支
部
・
支
部
事
務
局

員
70
余
名
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

の
理
解
促
進
を
図
る
。

　

さ
ら
に
行
政
機
関
、
並
び
に
専
門
機
関
を

招
い
て
農
政
学
習
会
を
開
催
す
る
。

４
．
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
組
合
員
化
と
連
携
し
、

青
壮
年
部
、
女
性
部
員
及
び
地
域
住
民
等

幅
広
く
農
政
連
盟
友
の
加
入
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

５
．
県
の
助
成
要
領
に
基
づ
い
た
、
環
境
保

全
運
動
、
地
域
農
政
活
動
強
化
対
策
（
食

の
安
全
・
安
心
の
ア
ピ
ー
ル
活
動
等
）、
農

政
学
習
会
等
を
実
施
す
る
。

６
．
消
費
者
等
、
農
業
者
以
外
の
地
域
の
住

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
図
る
。（
食
の
安
全
・

安
心
の
ア
ピ
ー
ル
と
理
解
促
進
に
努
め

る
。）

　
「
平
成
20
年
6
月
17
日　

農
政
連
組
織
改
革

　

検
討
委
員
会
答
申
（
抜
粋
）」

　

農
政
連
菊
池
地
区
総
支
部
の
活
動
に

つ
い
て
（
要
約
）

　

平
成
19
年
度
の
農
政
連
菊
池
地
区
総
支
部

の
組
織
活
動
に
つ
い
て
実
践
活
動
が
報
告
さ

れ
た
。

　

当
総
支
部
は
、
菊
池
支
部
を
は
じ
め
と
し

て
8
支
部
に
分
か
れ
て
お
り
総
盟
友
数
７
，

２
５
０
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
8
支
部

ご
と
に
総
会
、
各
支
部
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

街
宣
活
動
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
行
政
へ
の
要

請
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
農
政
活
動
強
化
対
策
と
し
て

日
本
農
業
新
聞
を
招
い
て
農
政
研
修
会
、
青

壮
年
部
活
動
と
し
て
空
き
缶
・
ビ
ン
投
げ
捨

て
防
止
運
動
。
国
政
報
告
会
で
は
山
田
参
議

院
議
員
を
呼
ん
で
国
政
の
動
き
に
つ
い
て
報

告
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
は
農
政
活
動
へ

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
の
啓
発
チ
ラ
シ
を

作
成
、
組
合
員
に
配
布
す
る
な
ど
組
織
の
強

化
に
努
め
た
。

　

特
に
、
8
月
20
日
に
は
、
農
業
危
機
突
破

大
会
を
開
催
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

大
会
ア
ピ
ー
ル

１
．
ま
ず
自
ら
の
経
営
を
見
直
し
更
な
る
経

営
の
効
率
化
を
す
す
め
る
。

２
．
食
料
自
給
率
の
向
上
と
生
産
者
の
経
営

安
定
化
の
実
施
。

３
．
飼
料
・
燃
油
・
肥
料
等
生
産
資
材
高
騰

に
対
す
る
影
響
緩
和
策
の
実
施
。

４
．
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
。

農
政
連
総
支
部
・
支
部
事
務

局
員
研
修
会
を
開
催

▲農政連組織の強化について話
す木村局長

▲熱心に聴く研修会会場での事務局員
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農
業
の
現
状
と
農
政
課
題
と
し
て
（
要

約
）

◆
国
産
農
畜
産
物
増
産
・
自
給
率
向
上
に
向

け
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
基
本
戦
略
に
つ
い
て

次
の
事
項
を
基
に
農
業
生
産
額
の
拡
大
、

自
給
率
50
％
の
具
体
化
、
国
際
化
に
対
応

し
た
政
策
の
確
立
、
新
た
な
農
産
物
貿
易

ル
ー
ル
の
確
立
の
4
点
を
基
本
に
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

●
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
、
あ
る
べ
き
農
業
・
農
村
を
実
現

●
国
内
の
農
業
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
食

料
供
給
力
の
強
化
に
よ
る
食
料
の
増
産

●
生
産
コ
ス
ト
増
大
に
着
目
し
た
抜
本
的

品
目
政
策
の
確
立
と
、
生
産
者
の
経
営
安

定
の
確
保

●
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
強
化

●
国
民
合
意
に
基
づ
く
政
策
の
確
立

●
世
界
的
な
食
料
需
給
の
構
造
変
化

　

需
給
価
格
が
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
現

在
は
、
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
今
後
も
需

給
価
格
の
変
動
が
続
く
見
込
み
で
あ
る
。

●
国
際
的
な
環
境
変
化
の
影
響

　

国
際
的
な
金
融
危
機
と
不
況　

原
油
価

格
の
動
向　

穀
物
価
格
の
動
向　

配
合
飼

料
の
動
向
、
肥
料
価
格
の
動
向　

海
上
運

賃
の
動
向　

禁
輸
措
置
（
輸
出
規
制
）　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
動
き

◆
２
０
０
７
年
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、

民
主
党
が
議
席
の
過
半
数
を
獲
得
。
こ
の

た
め
国
会
は
ね
じ
れ
国
会
の
様
相
を
呈
し
、

速
や
か
な
法
案
の
成
立
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
。

◆
金
融
機
能
強
化
法
は
、
民
主
党
の
主
張
に

よ
り
付
帯
決
議
に
「
貸
出
等
の
金
融
業
務
の

実
施
に
際
し
て
は
、
厳
正
な
政
治
的
中
立
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
」
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま

た
、
民
主
党
は
、
11
月
12
日
の
「
次
の
内
閣
」

閣
議
に
お
い
て
「
特
定
の
政
党
の
た
め
に
利

用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
条
文
を
盛
り

込
ん
だ
農
協
法
改
正
案
を
了
承
し
、
25
日
に

参
議
院
に
提
出
し
た
。

◆
政
治
的
中
立
は
、
協
同
組
合
の
原
則
と
規

定
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
６
６
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
に
お
け
る
原
則
の

改
定
に
お
い
て
削
除
し
た
。

　

街
頭
辻
立
ち
演
説
の
終
了
を
前
に
、
12

月
20
、
21
日
「
味
覚
フ
ェ
ア
ー
食
料
・
農

業
理
解
促
進
街
宣
活
動
」
を
展
開
し
た
。

園
田
俊
宏
Ｊ
Ａ
中
央
会
会
長
は
、「
安
全
・

安
心
な
県
産
農
畜
産
物
を
消
費
者
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
８
Ｊ
Ａ
と
経

済
連
な
ど
が
参
加
し
て
果
実
、
米
、
野
菜

な
ど
を
提
供
、
先
着
１
０
０
名
様
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
抽
選
会
な
ど
大
盛
況
で
し

た
。

　

街
宣
活
動
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
や
み

ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ラ
シ

と
一
緒
に
新
米
を
配
り
通
行
人
に
「
食
料
・

農
業
へ
の
理
解
を
」
と
訴
え
た
。

　

10
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
県
民
へ
の
食

料
・
農
業
問
題
へ
の
理
解
促
進
を
訴
え
る

「
街
頭
辻
立
ち
演
説
」
の
終
了
式
を
12
月

26
日
に
経
済
連
本
館
前
で
行
っ
た
。
街
頭

辻
立
ち
演
説
は
、
熊
本
市
水
道
町
交
差
点

で
朝
の
通
勤
時
に
市
民
へ
「
食
料
・
農
業

へ
の
理
解
を
」
と
訴
え
て
3
ヶ
月
間
、
延

べ
56
日
、
参
加
職
員
４
１
０
名
。

　

終
了
式
は
、「
全
職
員
に
よ
る
辻
立
ち

演
説
は
、
食
料
・
農
業
問
題
へ
の
理
解
促

進
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
」
と
Ｊ
Ａ
中

央
会
園
田
俊
宏
中
央
会
会
長
の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
、「
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後

と
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
上
村
幸
雄
Ｊ

Ａ
熊
本
経
済
連
会
長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
て
終
わ
っ
た
。

県
産
の
農
畜
産
物
消
費
拡
大
と

農
業
へ
の
理
解
を

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、３
ヶ
月
間
の
「
街
頭
辻
立
ち
演
説
」
で
訴
え
る
。

▲園田俊宏 JA 中央会会長の挨拶

▲味覚フェアでのテープカット

▲熱弁を振るう金井健氏 ▲実践報告をする平嶋洋一氏
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Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
青
壮
年
部

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
管
内
の
地
域
は
、
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
不
知
火
海
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
北
か
ら
、
芦
北
町
・
津
奈
木
町
・
水
俣
市
の
1
市

２
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
農
畜
産
物
は
、
果
樹
（
甘
夏
・
デ
コ
ポ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
等
）・
畜
産
（
あ
し
き
た
牛
等
）・
稲
作
（
大
関
米
等
）・

野
菜
（
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
等
）・
花
卉
（
ア
イ
リ
ス
等
）・
特
産
（
み
な
ま
た
茶
等
）

【
支
部
構
成
】　

田
浦
支
部　

12
名　

芦
北
支
部　

15
名

津
奈
木
支
部　

16
名　

水
俣
支
部　

10
名

【
部
長
挨
拶
】

　
「
小
さ
な
Ｊ
Ａ
の
大
き
な
挑
戦
」こ
れ
は
、

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。

　

我
々
青
壮
年
部
も
熊
本
県
下
で
一
番
小
さ

な
青
壮
年
部
（
盟
友
５
３
名
）で
す
。し
か
し
、

小
さ
く
て
も
大
き
な
「
青
壮
年
部
」を
目
指

し
、地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
な
活

動
展
開
を
し
て
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
農
家
戸
々
の
所
得
ア
ッ
プ
は
勿

論
、芦
北
地
域
農
畜
産
物
の
知
名
度
ア
ッ
プ

・
盟
友
の
さ
ら
な
る
一
致
団
結
と
活
性
化

・
盟
友
が
作
る
農
産
物
が
消
費
者
へ
届
き
食

卓
を
飾
る
喜
び
、こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
き
活

動
展
開
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、我
々
の
抱
え
る
問
題
点
も
多
く
、

・
あ
と
何
年
農
業
を
続
け
る
事
が
出
来
る
の

か
・
本
当
に
農
業
を
次
世
代
へ
と
繋
げ
る
事
が

出
来
る
の
か

・
我
々
盟
友
の
将
来
は･･･

・
地
域
農
業
の
未
来
の
た
め
に
青
壮
年
部
組

織
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
す
ぐ
に
解
決
出
来
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
つ
一
つ
地
道
に

「
検
討
・
実
践
・
反
省
」の
繰
り
返
し
か
ら
何

ら
か
の
解
決
策
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
「
盟
友
、そ
し
て
Ｊ
Ａ
が
」一
致

団
結
し
、地
域
住
民
を
取
り
込
ん
で
活
動
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、次
世
代
の
子
供
た
ち
の
為
に
な

る
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
青
壮
年
部
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
活
動
紹
介
】

　

２
０
０
名
の
小

学
生
が
、「
サ
ラ
た

ま
ち
ゃ
ん
」（
水
に

さ
ら
さ
ず
、
そ
の

ま
ま
生
で
食
べ
ら

れ
る
辛
み
の
少
な

い
タ
マ
ネ
ギ
）
を

収
穫
体
験
と
サ
ラ

玉
食
べ
放
題
。
み

ん
な
、
血
液
サ
ラ

サ
ラ

▲

そ
の
後
、・
・
・
・
・
・
・
・
・
新
発
売
の
「
飲

む
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
」で
乾
杯
。

　

更
に
、血
液
サ
ラ
サ
ラ

▲

田
植
え
の
楽
し
さ
か
ら
、収
穫
の
喜
び
ま

で
３
５
０
名
が
参
加
体
験
し
て
い
ま
す
。

▲

女
性
部
員
と
合
同
で
、自
分
達
の
作
っ
た

農
畜
産
物
・
女
性
加
工
品
・
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
、青
壮
年
部
の
盟
友
で
宣
伝
販
売

し
て
き
ま
し
た
。
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高濱　友章さん
ＪＡ熊本うき

●
果
樹
栽
培
を
始
め
て
20
年

　

宇
城
市
三
角
町
は
、三
角
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
（
海
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）、特
産
品
で
は
、

温
州
み
か
ん
、デ
コ
ポ
ン
、海
産
物
が
有
名
。

　

高
濱
さ
ん
は
、昭
和
三
八
年
七
月
生
ま
れ
、

東
海
大
学
農
学
部
果
樹
研
究
室
（
阿
蘇
校
舎
）

で
専
門
的
に
勉
強
。「
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
、

松
橋
果
樹
試
験
場
ま
で
通
い
な
が
ら
実
験
・

研
究
な
ど
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
」と
懐
か
し
く

話
さ
れ
ま
す
。

　

本
格
的
に
み
か
ん
作
り
を
始
め
て
、ち
ょ
う

ど
20
年
、家
族
と
と
も
に
温
州
み
か
ん
２
・
０

ha
、中
晩
柑
２
・
０
ha
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

●
昔
か
ら
柑
橘
生
産
地
と
し
て
有
名

　

宇
土
半
島
は
、北
の
河
内
、南
の
芦
北
の
中
間

地
で
あ
り
、西
南
暖
地
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た

柑
橘
生
産
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

温
州
み
か
ん
は
９
月
頃
か
ら
、デ
コ
ポ
ン
は
１

月
中
旬
か
ら
、Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、柑
橘
部
会
の
支
部
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
と
協

力
し
な
が
ら
、部
会
員
と
の
勉
強
会
や
情
報
交
換

に
精
を
出
す
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を

　
「
高
品
質
の
柑
橘
を
作
る
た
め
に
栽
培
樹
木

を
制
限
、作
業
道
を
作
っ
て
農
家
の
消
毒
や
摘

果
な
ど
の
作
業
軽
減
を
す
す
め
る
な
ど
、質
の

向
上
と
労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
な
が
ら
、Ｊ

Ａ
熊
本
う
き
（
三
角
）ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
広

め
て
い
き
た
い
。今
年
は
、表
年
で
あ
り
価
格

が
低
落
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。表
年
・

裏
年
対
策
作
業
管
理
を
徹
底
し
て
、市
場
で
の

大
き
な
価
格
変
動
が
起
き
な
い
よ
う
に
、輸
出

も
含
め
販
売
先
の
開
拓
や
販
売
時
期
の
調
整

な
ど
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
い
き
た
い
」と

話
さ
れ
ま
す
。

●
消
費
者
が
求
め
る
み
か
ん
を

　

温
州
み
か
ん
に
つ
い
て
は
、高
品
質
果
実
生

産
の
た
め
に
マ
ル
チ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、増
糖
と
着
色
効
果
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。人
気
の
デ
コ
ポ
ン
栽
培
に
も
力
を
い

れ
て
お
り
、選
果
場
で
は
、一
個
ず
つ
丁
寧
に

キ
ズ
が
な
い
か
外
観
を
調
べ
、光
セ
ン
サ
ー
で

酸
度
と
糖
度
を
検
査
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
楽
し
さ
も
厳
し
さ
も
味
わ
っ
て
き

た
高
濱
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
生
産
者
と
し
て
、

お
い
し
い
み
か
ん
を
一
生
懸
命
作
り
た
い
。消

費
者
に
喜
ば
れ
る
安
全
で
安
心
な
み
か
ん
を
、

ど
ん
ど
ん
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
笑
顔

で
語
ら
れ
ま
し
た
。

谷口　裕子さん
ＪＡたまなフレッシュミズ玉名市支部

▲築山支所ふれあい食材センター前にて

●
鹿
児
島
か
ら
玉
名
へ

　

谷
口
さ
ん
は
、生
ま
れ
も
育
ち
も
鹿
児
島
県
。実
家

は
養
鶏
農
家
で
し
た
。

　

十
年
前
に
現
在
の
ご
主
人
と
知
り
合
い
、結
婚
と
同

時
に
来
熊
。平
野
一
面
に
広
が
る
田
畑
と
、上
空
で
さ

え
ず
る
ヒ
バ
リ
の
声
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

現
在
で
は
三
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、ご
主
人
の
両
親

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

●
ト
マ
ト
の
収
穫
は
手
入
れ
次
第

　

谷
口
さ
ん
宅
で
は
、
施
設
園
芸
栽
培
の
ト
マ
ト

四
十
五
ａ
、デ
コ
ポ
ン
三
十
ａ
、米
約
二
ｈ
ａ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

谷
口
さ
ん
は
ト
マ
ト
の
手
入
れ
と
収
穫
を
担
当
し

て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
の
中
と
外
の
激
し
い
温
度
差
や
、

中
腰
で
の
作
業
で
体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
い
と
の
こ

と
。

「
お
義
父
さ
ん
か
ら
『
収
穫
は
結
果
。大
事
な
の
は
そ

れ
ま
で
の
手
入
れ
』と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。手
入
れ
が

う
ま
く
い
っ
て
、形
の
よ
い
実
が
出
来
る
と
う
れ
し
い

で
す
。」

　

ま
た
、規
格
外
の
ト
マ
ト
で
作
っ
た
ソ
ー
ス
は
、子

供
達
に
好
評
で
す
。も
っ
と
美
味
し
く
な
る
よ
う
に

日
々
研
究
中
で
す
。

●
将
来
の
夢
は
？

　

谷
口
さ
ん
は
農
業
以
外
に
も
頑
張
っ
て
い
る
事
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、簡
単
な
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
勉
強

で
す
。

　
「
き
っ
か
け
は
娘
が
入
院
し
た
時
で
し
た
。カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
緩
和
ケ
ア
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。将
来
は
農
業
を
し
つ
つ
、カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
。」

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

谷
口
さ
ん
は
、一
年
前
に
熊
本
県
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
の
玉
名
地
区
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
え
て
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。会
議
、集
会
で
は
女
性
部
の
方
々
か
ら
、よ
く
手
作

り
の
お
茶
請
け
を
い
た
だ
き
、そ
の
も
て
な
し
の
心
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
玉
名
市
支
部
で
は
、現
在
十
三
名

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

年
間
計
画
は
、い
ま
ま
で
に
好
評
だ
っ
た
活
動
、

や
っ
て
み
た
い
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、調
理
実
習
、親
子
参
加
の
お
菓
子
作
り
、

夫
婦
参
加
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

●
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

谷
口
さ
ん
は
、今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
農
家
に
し
か

出
来
な
い
、農
家
な
ら
で
は
の
活
動
を
し
て
い
き
た

い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
も
勉
強
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
姿
勢
が
印
象

的
で
し
た
。
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Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

　
〝
日
本
の
農
業
は
私
た
ち
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
新
規
就
農
者

農
産
物
フ
ェ
ア
ー
」
が
26
日
、
熊
本
市
繁
華

街
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連
合
会
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー
。
毎
年
、
熊
本
県
内
で
農
業

を
や
り
た
い
人
を
全
国
か
ら
募
集
し
て
実
施

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
で
、

Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
等
で
２
０
０
５
年
か

ら
08
年
ま
で
に
新
規
就
農
し
た
希
望
者
15
人

（
女
性
は
３
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

で
も
非
常
に
珍
し
い
。

　

出
店
者
は
自
ら
作
っ
た
自
慢
の
農
産
物
を

初
め
て
直
接
対
面
で
販
売
し
た
。
と
れ
た
て

の
新
鮮
な
イ
チ
ゴ
や
野
菜
類
、
米
、
ジ
ャ
ム

等
加
工
品
、
総
菜
な
ど
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
消
費
者
に
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

第
56
回
熊
本
県
家
の
光
大
会
が
１
月
15
日

宇
城
市
で
開
か
れ
、
愛
読
者
ら
７
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発

表
で
は
、
８
名
が
出
場
す
る
な
か
、「
実
現

す
る
！
夢
の
か
た
ち
」
と
題
し
て
発
表
し
た

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
三
森
伸
治
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
男
性
の
最
優
秀
賞
は
初
め
て
。

　

表
彰
は
次
の
と
お
り

　

◇
中
央
会
表
彰
：「
家
の
光
特
別
普
及
表

彰
」
Ｊ
Ａ
菊
池
・
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
、「
家
の

光
12
月
号
優
績
表
彰
」
Ｊ
Ａ
た
ま
な
、
Ｊ
Ａ

菊
池
、
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
、

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
特
別
表
彰
で
は
、
Ｊ
Ａ
た

ま
な
・
Ｊ
Ａ
阿
蘇
・
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ

　

◇
家
の
光
協
会
表
彰
：「
地
上
普
及
功
労

者
（
組
合
長
）
表
彰
」
Ｊ
Ａ
阿
蘇
・
Ｊ
Ａ
く
ま
、

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
普
及
功
労
者
表
彰
」
Ｊ
Ａ
菊

池
・
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和

　

◇
中
央
会
・
家
の
光
協
会
表
彰
：
Ｊ
Ａ
熊

本
市
「
み
ゆ
き
」・
Ｊ
Ａ
た
ま
な
「
ひ
ば
り

の
会
」

初
の
新
規
就
農
者
農
産
物
フ
ェ

ア
ー
開
催

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
１
月
20
日
、
合
志
市

の
Ｊ
Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、Ｍ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
（
全

農
農
機
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
研
修
会
を
開
催

し
、
導
入
予
定
の
県
内
の
農
機
セ
ン
タ
ー
よ

り
お
よ
そ
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
Ｍ
ー

ｗ
ｅ
ｂ
」
は
、
農
機
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
必

要
な
顧
客
管
理
情
報
・
業
務
日
報
や
部
品
検

索
等
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
機
能
の
有
効

活
用
の
た
め
、
操
作
技
術
向
上
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
ま

ず
、
同
連
合
会
の
農
機
燃
料
部
農
業
機
械
課

よ
り
、
Ｍ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
や
顧
客
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
Ｍ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の
有

効
活
用
を
実
践
し
て
い
る
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ

の
上
島
農
機
セ
ン
タ
ー
福
田
泰
久
主
任
よ
り

優
良
取
組
事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
16
年
よ
り
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
お
り
、
５
年
に
な
り
ま
す
。

発
表
し
た
福
田
主
任
に
よ
る
と
、「
Ｍ
ー
ｗ

ｅ
ｂ
に
よ
る
顧
客
管
理
に
よ
り
、
組
合
員
へ

の
対
応
が
即
座
に
で
き
、
満
足
度
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
活
用
方
法
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
こ
と
で
す
。

 　

ま
た
、
顧
客
台
帳
登
録
な
ど
Ｍ
ー
ｗ
ｅ
ｂ

の
入
力
演
習
や
、
効
果
的
な
パ
ー
ツ
リ
ス
ト

の
検
索
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

Ｍ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
（
全
農
農
機
シ
ス
テ

ム
）
の
活
用
研
修
会

　

く
ま
も
と
の
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
緑
の
祭

典
「
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
」
が
１
月
24
日
、
合

志
市
の
熊
本
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
主
催
で

昭
和
51
年
に
始
ま
り
今
年
で
34
回
目
。
会
場

に
は
、
県
内
の
11
Ｊ
Ａ
か
ら
マ
キ
・
梅
・
松

な
ど
の
庭
木
を
は
じ
め
、
洋
ラ
ン
・
パ
ン

ジ
ー
・
シ
ク
ラ
メ
ン
・
ハ
ー
ブ
・
盆
栽
な
ど

の
花
鉢
苗
物
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
庭
園
、
地

域
自
慢
の
特
産
品
な
ど
約
１
２
０
万
点
が
出

品
、
展
示
即
売
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
２
月
23
日
（
月
）
ま
で
。
入

場
無
料
。
開
催
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
期
間
中
は
無
休
。
Ｊ
Ａ
植
木

ま
つ
り
事
務
局
（
電
）
０
９
６
（
２
４
２
）

７
１
５
２
。

▲緊張した面持ちで対面販売する新規
就農者たち。

▲最優秀賞に輝いた三森さん

Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
開
幕

“
熊
本
に
春
を 

農
に
夢
を 

感
動
発
見
!!
”

▲一足早い春の訪れにファンで賑わう植
木まつり。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
三
森
伸
治
さ
ん
が
最

優
秀
賞

～
第
56
回
熊
本
県
家
の
光
大
会
～
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

　

熊
本
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成
21
年
2
月
2
日
～
3
月

31
日
ま
で
の
2
ヵ
月
間
「
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
輪
輪

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
９
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
カ
ー
を
購
入
予
定
の
方
、
買
い
替
え
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
、
期
間
限
定
金
利
の
お
得
な
「
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
」
で
、
あ
な
た
の
欲
し
か
っ
た
車
を
手
に
入
れ

ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
Ｊ
Ａ
で
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン

を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
、
年
２
・
４
％
（
固
定
金
利
型
）

の
優
遇
金
利
を
適
用
い
た
し
ま
す
（
注
）。
さ
ら
に
給
与

振
込
の
ご
利
用
が
あ
る
場
合
は
、年
０
・
３
％
、Ｊ
Ａ
カ
ー

ド
の
ご
利
用
が
あ
る
場
合
は
年
０
・
１
％
優
遇
い
た
し
ま

す
（
最
優
遇
金
利
年
２
・
０
％
（
固
定
金
利
型
））。

　

ま
た
、自
動
車
購
入
資
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、点
検
・

修
理
や
他
金
融
機
関
等
の
自
動
車
資
金
の
借
換
に
必
要

な
資
金
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

更
に
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
よ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
を
お
借
入
れ
い
た
だ
い
た
方
で

「
自
動
車
共
済
に
ご
加
入
」
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
共
済
し
あ
わ

せ
夢
く
ら
ぶ
会
員
」
の
方
に
抽
選
で
20
名
様
に
「
オ
ム

ロ
ン
体
脂
肪
計
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
後
日
郵
送
）。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
（
注
）・
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
に
お
申
込
み
い
た

だ
き
、
か
つ
平
成
21
年
4
月
30
日
ま
で
に
お
借
入
れ
さ

れ
た
場
合
の
適
用
金
利
で
す
（
お
申
込
時
か
実
行
時
の

い
ず
れ
か
低
い
方
の
金
利
が
適
用
さ
れ
ま
す
）。

・
2
月
2
日
現
在
の
店
頭
金
利
は
年
５
・
０
％
以
内
、
各

Ｊ
Ａ
で
異
な
り
ま
す
。

・
適
用
金
利
は
金
融
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
見
直
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
輪
輪
ス
プ

リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
９

平
成
21
年
2
月
2
日
（
月
）
～
3
月
31
日
（
火
）

　

Ｊ
Ａ
共
済
が
協
賛
し
て
い
る
「
第
26
回
熊

日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
」
が
１
月
25
日
（
日
）、

熊
本
市
上
通
町
の
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を

発
着
点
に
、
上
益
城
郡
益
城
町
下
小
谷
を
折

り
返
す
７
区
間
30
㎞
の
コ
ー
ス
に
19
チ
ー
ム

が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
熊
本
市
チ
ー

ム
が
１
時
間
41
分
１
秒
で
、
３
年
連
続
８
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
２
位
に
は
１

時
間
41
分
18
秒
で
天
草
市
チ
ー
ム
、
菊
池
郡

市
チ
ー
ム
が
１
時
間
41
分
44
秒
で
３
位
に
入

り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
選
手
に
は
、
４
区
で
２
年
連
続
区

間
賞
を
記
録
し
、
２
度
目
の
受
賞
と
な
る
、

熊
本
市
チ
ー
ム
の
池
田
絵
里
香
選
手
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
優
秀
選
手
は
、
１
区
で
区
間
新

記
録
を
出
し
た
天
草
市
の
田
中
友
里
絵
選

手
。
躍
進
賞
は
、
昨
年
17
位
か
ら
14
位
に
順

位
を
上
げ
た
水
俣
市
チ
ー
ム
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

本
大
会
は
、
熊
本
県
内
の
女
子
長
距
離
選

手
の
育
成
と
底
辺
の
拡
大
を
目
的
に
、
昭
和

58
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
で
26
回
目

を
迎
え
る
伝
統
あ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
松
野
明
美
選
手
や
川
上
優

子
選
手
ら
数
多
く
の
全
国
レ
ベ
ル
の
ラ
ン

ナ
ー
を
輩
出
し
、
沿
道
の
熱
心
な
応
援
風
景

と
と
も
に
熊
本
の
初
春
を
飾
る
風
物
詩
と
し

て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着

初
春
を
Ｊ
Ａ
共
済
が
駆
け
抜
け
る
！

～
第
26
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
に
協
賛
～

JA マイカーローン商品概要
保証機関 熊本県農業信用基金協会 三菱ＵＦＪニコス㈱・㈱ジャックス

ご利用
いただける方

・組合員または組合員になれる
方
・借入申込時年齢 18 歳以上，
最終償還時 71 歳未満の方
・勤続（営業）年数および地区
内居住年数が１年以上の方
・年収が正組合員 150 万円以
上，准組合員 200 万円以上の
方

・継続して安定した収入がある
方
・原則として借入申込時年齢
20 歳以上 65 歳以下の方
・ 原則として勤続年数が 1 年以
上，または 2 年以上の営業実績
を有する方
・ 三 菱 UFJ ニ コ ス ㈱ ま た は ㈱
ジャックスの保証を受けられる方

お使いみち

自動車・バイク購入（中古車を
含む），点検・修理，車検，購
入に付帯する諸費用，共済（保
険）掛金に必要な資金，他金融
機関等の自動車資金の借換に必
要な資金（営業用自動車は対象
外とします）

自動車購入のための資金（中古
車を含みます），購入時に必要
な税金，保険，カー用品

お借入限度額
500 万円以内（1 万円単位）（所
要金額の範囲）

10 万円以上 300 万円以内（1
万円単位）（所要金額の範囲）

お借入期間 ６カ月以上７年以内

保証人・担保
原則不要

20 歳未満の借入者は法定代理人を連帯保証人とします。

ご返済方法

元利均等返済で次のいずれかの
方法
①毎月払い
②毎月払いと半年賦払いの併用
③半年賦払い
※③については農業者のみ。

元利均等，元金均等で次のいず
れかの方法
①毎月払い
②毎月払いと半年賦払いの併用
③半年賦払い

保証料
正組合員　　年 0.55％
准組合員　　年 1.10%

㈱ジャックス：年 1.50％
三菱ＵＦＪニコス㈱：年 1.50％

＊ローンのご利用は、ＪＡ所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
＊店頭にて返済額の試算を承っております。
＊ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しております。
＊審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。
＊ＪＡマイカーローンをご利用中に、繰上げ返済を行う場合や返済条件を変更する場合には、
別途ＪＡ所定の手数料（最大 5,250 円：税込）が必要となることがあります。詳しくは、Ｊ
Ａにお問合せください。

し
た
活
動
を
展
開
し
、
組
合
員
・
利
用
者
へ

の
Ｎ
ｏ.

１
の
安
心
と
満
足
の
提
供
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

▲熊本市チームが８度目の優勝 ▲びぷれす熊日会館前をスタートする選手たち
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●　

ふ
く
い
く
た
る
梅
の
香
り
、
梅
が
咲
き
出
す

と
な
ん
と
な
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。
吉
祥

の
花｢

梅｣
に
あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

二
月
に
咲
く
花
【
梅
】

　

ウ
メ
の
名
は
、中
国
語
の「
梅
」（
メ
イ
）を（
ン

メ
）
と
発
音
、転
訛
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

吉
祥
の
象
徴
と
し
て
松
竹
梅
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
植
物
３
界
の
代
表
に
加
え
て
隠
花
植
物

の
ウ
ラ
ジ
ロ
を
入
れ
る
と
慶
事
に
使
う
植
物
が

揃
う
。

　

日
本
で
は
、
松
竹
梅
に
序
列
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
、
中
国
で
画
題
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
単
に
語
感
か
ら
き
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
、
各
藩
が
非
常
食
と
し
て

奨
励
し
た
こ
と
も
あ
り
、
梅
を
シ
ン
ボ
ル
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
各
地
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

 (

花
こ
と
ば)　

高
潔
な
心

　

バ
ラ
科
／
落
葉
高
木
／
中
国
長
江

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

08481050157

詳しくは、JA 共済ホームページ（http://www.ja-kyosai.or.jp）、またはお近くの JA（農協）へ。

■みんなにサンキューキャンペーン実施中！ http://www.3qja.jp

JAバンク熊本

プラス割引　共済掛金がおトクに
しあわせ特典　施設利用やお買い物などの優待割引

Ｊ
Ａ
共
済
と
、

も
っ
と
仲
良
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「ひと・いえ・くるま」の保障をまとめる「しあわせ夢くらぶ」。うれしい特典が、もりだくさん！
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